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公布された条例のあらまし 

 

◎ 三重県主要農作物種子条例（条例第 43 号） 

1  本県の主要農作物の品質の確保及び安定的な生産を通じ、消費者への安全で安心できる食糧の供給に

寄与するため、主要農作物の種子の生産等について必要な事項を定めることとしました。 

 2  この条例は、令和 2 年 9月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（条例第 44 号） 

1  職員が新型コロナウイルス感染症に対処するための業務に従事したときの試験防疫業務手当の特例

に関する規定を整備することとしました。  

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県家畜保健衛生所手数料条例の一部を改正する条例（条例第 45 号） 

1  家畜伝染病予防法の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、家畜伝染病予防法の一部を改正する法律の施行の日及び令和 3 年 4 月 1 日から施行する

こととしました。 

 

◎ 三重県県税条例の一部を改正する条例（条例第 46 号） 

1  地方税法等の一部を改正する法律による地方税法の一部改正等に鑑み、自動車税、個人県民税、不動

産取得税等についての規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日（一部令和 3 年 1 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県地方活力向上地域における県税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例（条例第 47 号） 

1  地域再生法第十七条の六の地方公共団体等を定める省令の一部改正に鑑み、県税の特例措置について

の規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ みえこどもの城条例の一部を改正する条例（条例第 48 号） 

1  受益者負担の適正化を図るため、みえこどもの城の施設等の利用に係る料金の規定を整備することと

しました。 

 2  この条例は、令和 3 年 4月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県環境学習情報センター条例の一部を改正する条例（条例第 49 号） 

 1  三重県環境学習情報センターの施設運営の効率化を図るため、開館時間及び休館日についての規定を

整備することとしました。  

 2  この条例は、令和 3 年 4月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県交通安全研修センター条例の一部を改正する条例（条例第 50 号） 

1  三重県交通安全研修センターの施設運営の効率化を図るため、休館日についての規定を整備すること

としました。 

 2  この条例は、令和 3 年 4月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県病院事業条例の一部を改正する条例（条例第 51 号） 

1  保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部改正に鑑み、使用料についての規定を整備するととも

に、三重県立こころの医療センターの診療科目に脳神経内科を加えることとしました。 

 2  この条例は、公布の日及び令和 2年 10 月 1 日から施行することとしました。 
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条 例 

◎ 三重県政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例（条例第 52号） 

1  新型コロナウイルス感染症対策の推進に資するため、議会における会派に係る政務活動費の一部を減

ずることとしました。 

 2  この条例は、令和 2 年 7月 1 日から施行することとしました。 
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三 重 県 主 要 農 作 物 種 子 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 四 十 三 号  

三 重 県 主 要 農 作 物 種 子 条 例  

 

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 主 要 農 作 物 の 種 子 の 生 産 等 に 関 し 、 県 等 の 責 務 を 明 ら か に す る と と

も に 、 県 が 実 施 す る 施 策 そ の 他 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 将 来 に わ た っ て 主 要 農

作 物 の 優 良 な 種 子 の 供 給 を 図 り 、 も っ て 本 県 の 主 要 農 作 物 の 品 質 の 確 保 及 び 安 定 的 な 生

産 を 通 じ 、 消 費 者 へ の 安 全 で 安 心 で き る 食 糧 の 供 給 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

一  主 要 農 作 物  稲 、 大 麦 、 は だ か 麦 、 小 麦 及 び 大 豆 を い う 。  

二  指 定 種 子 団 体  第 七 条 の 規 定 に よ り 知 事 が 指 定 す る 団 体 を い う 。  

三  種 子 生 産 者  主 要 農 作 物 の 種 子 を 生 産 す る 者 を い う 。  

四  種 子 生 産 関 係 団 体 等  主 要 農 作 物 の 種 子 の 生 産 に 関 係 す る 機 関 及 び 農 業 者 団 体 を い

う 。  

（ 県 の 責 務 ）  

第 三 条  県 は 、 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子 の 生 産 等 に 関 す る 総 合 的 か つ 計 画 的 な 施 策 を 策 定

し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

（ 指 定 種 子 団 体 の 責 務 ）  

第 四 条  指 定 種 子 団 体 は 、 主 要 農 作 物 の 種 子 の 需 給 の 把 握 及 び 優 良 な 種 子 の 安 定 的 な 供 給

に 努 め る も の と す る 。  

（ 種 子 生 産 者 の 責 務 ）  

第 五 条  種 子 生 産 者 は 、 種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） の 規 定 に 基 づ く 指 定 種 苗 の 生

産 等 に 関 す る 基 準 を 遵 守 す る と と も に 、 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子 の 安 定 的 な 生 産 に 努 め

る も の と す る 。  

（ 種 子 生 産 関 係 団 体 等 の 責 務 ）  

第 六 条  種 子 生 産 関 係 団 体 等 は 、 県 が 実 施 す る 主 要 農 作 物 の 種 子 の 生 産 等 に 関 す る 施 策 に

協 力 す る と と も に 、 県 と 連 携 し て 種 子 生 産 者 に 対 し て 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子 の 安 定 的

な 生 産 を 行 う よ う 指 導 に 努 め 、 並 び に 種 子 生 産 者 の 確 保 及 び 主 要 農 作 物 の 種 子 の 継 続 的

な 生 産 を 行 う た め の 体 制 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。  

（ 指 定 種 子 団 体 の 指 定 ）  

第 七 条  知 事 は 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 適 正 か つ 確 実 に 行 う こ と

が で き る と 認 め ら れ る も の を 指 定 種 子 団 体 と し て 指 定 す る こ と が で き る 。  

 一  主 要 農 作 物 の 種 子 の 需 給 の 見 通 し を 把 握 す る 業 務  

 二  主 要 農 作 物 の 種 子 の 生 産 、 供 給 及 び 備 蓄 に 関 す る 業 務  

 三  主 要 農 作 物 の 種 子 に 係 る 残 量 処 理 、 事 故 処 理 及 び 災 害 補 償 に 関 す る 業 務  
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 四  前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 附 帯 す る 業 務  
２  前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 申 請

し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 指 定 種 子 団 体 に 対 す る 指 導 等 ）  

第 八 条  知 事 は 、 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 業 務 の 適 正 か つ 確 実 な 実 施 を 確 保 す る た め 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 指 定 種 子 団 体 に 対 し 、 そ の 業 務 の 改 善 に 関 し 必 要 な 指 導 又 は 助

言 を す る こ と が で き る 。  

２  知 事 は 、 指 定 種 子 団 体 が 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 業 務 を 適 正 か つ 確 実 に 実 施 し て い な

い と 認 め る と き は 、 当 該 指 定 種 子 団 体 に 対 し 、 そ の 業 務 の 改 善 に 関 し 必 要 な 措 置 を 講 ず

る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

３  知 事 は 、 指 定 種 子 団 体 が 前 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た と き は 、 そ の 指 定 を 取 り 消

す こ と が で き る 。  

（ 奨 励 品 種 の 決 定 ）  

第 九 条  知 事 は 、 県 内 に 普 及 す べ き 主 要 農 作 物 の 優 良 な 品 種 （ 次 項 に お い て 「 奨 励 品 種 」

と い う 。 ） を 決 定 す る も の と す る 。  

２  知 事 は 、 奨 励 品 種 を 決 定 す る に 当 た っ て は 、 必 要 な 試 験 又 は 調 査 を 行 う も の と す る 。  

（ 採 種 計 画 の 策 定 ）  

第 十 条  知 事 は 、 毎 年 度 、 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子 の 安 定 的 な 生 産 及 び 供 給 に 関 す る 計 画

（ 以 下 「 県 採 種 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る も の と す る 。  

２  知 事 は 、 県 採 種 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は 、 指 定 種 子 団 体 に 対 し 、 必 要 な 情 報 の 提 供 を

求 め る こ と が で き る 。  

（ 原 種 及 び 原 原 種 の 生 産 ）  

第 十 一 条  県 は 、 主 要 農 作 物 の 原 種 ほ 及 び 原 原 種 ほ の 設 置 等 に よ り 、 主 要 農 作 物 の 優 良 な

種 子 の 生 産 を 行 う た め に 必 要 な 主 要 農 作 物 の 原 種 及 び 当 該 原 種 の 生 産 を 行 う た め に 必 要

な 主 要 農 作 物 の 原 原 種 の 確 保 を 図 る た め 、 主 要 農 作 物 の 原 種 及 び 原 原 種 の 生 産 を 行 う も

の と す る 。  

２  知 事 は 、 県 以 外 の 者 が 経 営 す る ほ 場 に お い て 主 要 農 作 物 の 原 種 又 は 原 原 種 が 適 正 か つ

確 実 に 生 産 さ れ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 当 該 ほ 場 を 指 定 原 種 ほ 又 は 指 定 原 原 種 ほ と し

て 指 定 す る こ と が で き る 。  

３  前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 申 請

し な け れ ば な ら な い 。  

（ 種 子 生 産 ほ 場 の 指 定 ）  

第 十 二 条  知 事 は 、 譲 渡 の 目 的 を も っ て 、 又 は 委 託 を 受 け て 、 主 要 農 作 物 の 種 子 を 生 産 す

る 者 が 経 営 す る ほ 場 を 指 定 種 子 生 産 ほ 場 と し て 指 定 す る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 申 請

し な け れ ば な ら な い 。  

（ ほ 場 審 査 及 び 生 産 物 審 査 ）  

第 十 三 条  指 定 種 子 生 産 ほ 場 を 経 営 す る 種 子 生 産 者 は 、 種 子 の 品 質 を 確 保 す る た め 、 次 に

掲 げ る 審 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

 一  ほ 場 審 査 （ 指 定 種 子 生 産 ほ 場 に お い て 栽 培 中 の 主 要 農 作 物 の 出 穂 、 開 花 、 穂 ぞ ろ い
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等 の 生 育 状 況 に つ い て 知 事 が 行 う 審 査 を い う 。 ）  
二  生 産 物 審 査 （ 指 定 種 子 生 産 ほ 場 に お い て 生 産 さ れ た 主 要 農 作 物 の 種 子 の 発 芽 の 良 否 、

不 良 な 種 子 又 は 異 物 の 混 入 状 況 等 に つ い て 知 事 が 行 う 審 査 を い う 。 ）  

２  前 項 の 審 査 は 、 種 子 生 産 者 か ら の 請 求 に よ り 行 う も の と す る 。  

３  知 事 は 、 第 一 項 の 審 査 の 結 果 、 別 に 定 め る 基 準 に 適 合 す る と 認 め る と き は 、 当 該 請 求

者 に 対 し 、 審 査 証 明 書 を 交 付 す る も の と す る 。  

 （ 種 子 の 生 産 に 係 る 支 援 ）  

第 十 四 条  県 は 、 種 子 生 産 者 及 び 種 子 生 産 関 係 団 体 等 に 対 し て 、 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子

生 産 の た め に 必 要 な 助 言 及 び 指 導 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 品 種 の 開 発 ）  

第 十 五 条  県 は 、 県 に 蓄 積 さ れ た 知 識 、 技 術 及 び 経 験 を 活 用 し て 、 県 内 の 気 象 、 土 壌 そ の

他 の 自 然 的 条 件 に 適 し た 主 要 農 作 物 の 品 種 の 開 発 に 努 め る も の と す る 。  

２  県 は 、 民 間 事 業 者 と 連 携 し て 、 需 要 に 的 確 に 対 応 し た 主 要 農 作 物 の 品 種 の 開 発 に 努 め

る も の と す る 。  

（ 在 来 種 の 活 用 ）  

第 十 六 条  県 は 、 主 要 農 作 物 の 在 来 種 （ 環 境 条 件 に 適 応 し 古 く か ら 本 県 で 栽 培 さ れ て き た

農 作 物 の 品 種 を い う 。 ） の 活 用 に つ い て 、 技 術 的 支 援 、 情 報 の 提 供 、 助 言 等 に 努 め る も

の と す る 。  

（ 財 政 上 の 措 置 ）  

第 十 七 条  県 は 、 主 要 農 作 物 の 種 子 の 生 産 等 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 、 必 要 な 財 政 上

の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 委 任 ）  

第 十 八 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別

に 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 知 事 が 定 め て い る 主 要 農 作 物 の 優 良 な 種 子 の 安 定 的 な 生 産 及

び 供 給 を 図 る た め の 計 画 で あ っ て 、 県 採 種 計 画 に 相 当 す る も の は 、 第 十 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 策 定 さ れ た 県 採 種 計 画 と み な す 。  

３  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 県 内 に 普 及 す べ き 主 要 農 作 物 の 優 良 な 品 種 と し て 知 事 が 決 定

し て い る も の は 、 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 決 定 さ れ た 奨 励 品 種 と み な す 。  

４  こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 知 事 が し た 指 定 そ の 他 の 行 為 で あ っ て 、 第 十 一 条 か ら 第 十 三

条 ま で の 規 定 に よ る 行 為 に 相 当 す る も の は 、 そ れ ぞ れ こ れ ら の 規 定 に よ り さ れ た も の と

み な す 。  
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職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 四 十 四 号  

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

附  則  

１ ～ ７  （ 略 ）  

附  則  

１ ～ ７  （ 略 ）  

（ 試 験 防 疫 業 務 手 当 の 特 例 ）  

８  人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間 に お い て 、

職 員 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 指 定

感 染 症 と し て 定 め る 等 の 政 令 （ 令 和 二 年 政

令 第 十 一 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 処 す る た め 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 業 務 に 従 事 し た と き は 、 試

験 防 疫 業 務 手 当 を 支 給 す る 。  

９  前 項 の 手 当 の 額 は 、 日 額 四 千 円 を 超 え な

い 範 囲 内 に お い て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 。  

 

   附  則  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 次 項

に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 令 和 二 年 二 月 一 日 か ら 適 用 す る 。  

２  職 員 が 改 正 前 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 、 令 和 二 年 二 月 一

日 以 後 の 分 と し て 支 給 を 受 け た 手 当 は 、 新 条 例 の 規 定 に よ る 手 当 の 内 払 と み な す 。  
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三 重 県 家 畜 保 健 衛 生 所 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  
令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬  

三 重 県 条 例 第 四 十 五 号  

三 重 県 家 畜 保 健 衛 生 所 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 家 畜 保 健 衛 生 所 手 数 料 条 例 （ 昭 和 五 十 三 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  

 区   分  手 数 料 の 額    区   分  手 数 料 の 額   

 一  法 第 四 条 の 二 第

五 項 、 第 五 条 第 一

項 又 は 第 三 十 一 条

第 一 項 の 規 定 に 基

づ く 家 畜 の 検 査

（ 法 第 五 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 家

畜 の 検 査 に あ っ て

は 、 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 防 す る た

め の も の に 限 る 。 ） 

 

  一  法 第 四 条 の 二 第

五 項 、 第 五 条 第 一

項 又 は 第 三 十 一 条

第 一 項 の 規 定 に 基

づ く 家 畜 の 検 査

（ 法 第 五 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 家

畜 の 検 査 に あ っ て

は 、 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 防 す る た

め の も の に 限 る 。 ） 

 

 

 イ  牛 の 結 核 検 査  一 頭 に つ き  二 五

〇 円  

  イ  牛 の 結 核 病 検

査  

一 頭 に つ き  二 五

〇 円  

 

 ロ  牛 の ブ ル セ ラ

症 検 査  

一 頭 に つ き  二 五

〇 円  

  ロ  牛 の ブ ル セ ラ

病 検 査  

一 頭 に つ き  二 五

〇 円  

 

 ハ ～ リ  （ 略 ）  （ 略 ）    ハ ～ リ  （ 略 ）  （ 略 ）   

 二  （ 略 ）  （ 略 ）    二  （ 略 ）  （ 略 ）   

 三  法 第 八 条 （ 法 第

三 十 一 条 第 三 項 に

お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定

に 基 づ く 家 畜 の 検

査 （ 法 第 四 条 の 二

第 三 項 の 規 定 に よ

る 検 査 及 び 法 第 五

条 第 一 項 の 規 定 に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  三  法 第 八 条 （ 法 第

三 十 一 条 第 二 項 に

お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定

に 基 づ く 家 畜 の 検

査 （ 法 第 四 条 の 二

第 三 項 の 規 定 に よ

る 検 査 及 び 法 第 五

条 第 一 項 の 規 定 に
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よ る 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 察 す る た

め の 検 査 を 除

く 。 ） 、 注 射 、 薬 浴

又 は 投 薬 を 行 っ た

旨 の 証 明 書 の 交 付  

家 畜 検 査 証 明

書 、 家 畜 注 射 証 明

書 、 家 畜 薬 浴 証 明

書 又 は 家 畜 投 薬 証

明 書  

 

 

 

 

 

 

一 件 に つ き  二 五

〇 円  

よ る 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 察 す る た

め の 検 査 を 除

く 。 ） 、 注 射 、 薬 浴

又 は 投 薬 を 行 っ た

旨 の 証 明 書 の 交 付  

家 畜 検 査 証 明

書 、 家 畜 注 射 証 明

書 、 家 畜 薬 浴 証 明

書 又 は 家 畜 投 薬 証

明 書  

 

 

 

 

 

 

一 件 に つ き  二 五

〇 円  

        

附  則  

こ の 条 例 中 別 表 第 一 の 一 の 項 の 改 正 規 定 は 家 畜 伝 染 病 予 防 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令

和 二 年 法 律 第 十 六 号 ） の 施 行 の 日 か ら 、 同 表 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら

施 行 す る 。  
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三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 四 十 六 号  

   三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

第 一 条  三 重 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 個 人 の 事 業 税 の 賦 課 徴 収 に 関 す る 申 告

又 は 報 告 の 義 務 ）  

（ 個 人 の 事 業 税 の 賦 課 徴 収 に 関 す る 申 告

又 は 報 告 の 義 務 ）  

第 五 十 条  個 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税

の 納 税 義 務 者 で 、 法 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の

十 二 第 一 項 の 規 定 に よ つ て 計 算 し た 個 人

の 事 業 の 所 得 の 金 額 が 法 第 七 十 二 条 の 四

十 九 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 控 除 額 を

超 え る も の は 、 毎 年 三 月 十 五 日 ま で に （ 年

の 中 途 に お い て 事 業 を 廃 止 し た 場 合 に お

い て は 、 当 該 事 業 の 廃 止 の 日 か ら 一 月 以 内

（ 当 該 事 業 の 廃 止 が 納 税 義 務 者 の 死 亡 に

よ る と き は 、 四 月 以 内 ） に ） 、 施 行 規 則 第

六 条 の 七 第 一 項 に 規 定 す る 申 告 書 （ 次 項 に

お い て 「 個 人 の 事 業 税 の 申 告 書 」 と い う 。 ）

を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

第 五 十 条  個 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税

の 納 税 義 務 者 で 、 法 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の

十 二 第 一 項 の 規 定 に よ つ て 計 算 し た 個 人

の 事 業 の 所 得 の 金 額 が 法 第 七 十 二 条 の 四

十 九 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 控 除 額 を

超 え る も の は 、 毎 年 三 月 十 五 日 ま で に （ 年

の 中 途 に お い て 事 業 を 廃 止 し た 場 合 に お

い て は 、 当 該 事 業 の 廃 止 の 日 か ら 一 月 以 内

（ 当 該 事 業 の 廃 止 が 納 税 義 務 者 の 死 亡 に

よ る と き は 、 四 月 以 内 ） に ） 、 施 行 規 則 第

七 条 に 規 定 す る 申 告 書 （ 次 項 に お い て 「 個

人 の 事 業 税 の 申 告 書 」 と い う 。 ） を 知 事 に

提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

 （ ゴ ル フ 場 利 用 税 の 課 税 免 除 ）   （ ゴ ル フ 場 利 用 税 の 課 税 免 除 ）  

第 八 十 一 条  ス ポ ー ツ の 振 興 を 目 的 と し て

三 重 県 及 び 公 益 財 団 法 人 三 重 県 ス ポ ー ツ

協 会 が 共 同 し て 主 催 す る 競 技 会 で 規 則 で

定 め る 要 件 に 該 当 す る も の に お け る ゴ ル

フ 競 技 に 参 加 す る 選 手 （ プ ロ ゴ ル フ ァ ー を

除 く 。 ） が 当 該 競 技 会 の ゴ ル フ 競 技 と し て

ゴ ル フ を 行 う 場 合 の ゴ ル フ 場 の 利 用 で 知

事 の 認 定 を 受 け た も の に 対 し て は 、 ゴ ル フ

場 利 用 税 を 課 さ な い 。  

第 八 十 一 条  ス ポ ー ツ の 振 興 を 目 的 と し て

三 重 県 及 び 公 益 財 団 法 人 三 重 県 体 育 協 会

が 共 同 し て 主 催 す る 競 技 会 で 規 則 で 定 め

る 要 件 に 該 当 す る も の に お け る ゴ ル フ 競

技 に 参 加 す る 選 手 （ プ ロ ゴ ル フ ァ ー を 除

く 。 ） が 当 該 競 技 会 の ゴ ル フ 競 技 と し て ゴ

ル フ を 行 う 場 合 の ゴ ル フ 場 の 利 用 で 知 事

の 認 定 を 受 け た も の に 対 し て は 、 ゴ ル フ 場

利 用 税 を 課 さ な い 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

附  則  附  則  
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（ 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ）  （ 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ）  
第 十 七 条 の 十 二  （ 略 ）  第 十 七 条 の 十 二  （ 略 ）  

２  第 百 三 十 一 条 第 一 項 第 一 号 ロ （ 同 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第

二 号 ロ に 掲 げ る 自 動 車 に 対 し て は 、 当 該 自

動 車 の 取 得 が 令 和 元 年 十 月 一 日 か ら 令 和

三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 （ 次 条 第 二 項 に

お い て 「 特 定 期 間 」 と い う 。 ） に 行 わ れ た

と き に 限 り 、 第 百 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 を 課 さ

な い 。  

２  第 百 三 十 一 条 第 一 項 第 一 号 ロ （ 同 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第

二 号 ロ に 掲 げ る 自 動 車 に 対 し て は 、 当 該 自

動 車 の 取 得 が 令 和 元 年 十 月 一 日 か ら 令 和

二 年 九 月 三 十 日 ま で の 間 （ 次 条 第 二 項 に お

い て 「 特 定 期 間 」 と い う 。 ） に 行 わ れ た と

き に 限 り 、 第 百 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 を 課 さ な

い 。  

第 二 十 七 条  （ 略 ）  第 二 十 七 条  （ 略 ）  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 徴

収 猶 予 の 特 例 ）  

 

第 二 十 八 条  第 十 六 条 の 二 第 七 項 の 規 定 は 、

法 附 則 第 五 十 九 条 第 三 項 に お い て 準 用 す

る 法 第 十 五 条 の 二 第 八 項 に 規 定 す る 条 例

で 定 め る 期 間 に つ い て 、 準 用 す る 。  

 

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 耐

震 基 準 不 適 合 既 存 住 宅 の 取 得 に 対 す る 不

動 産 取 得 税 の 減 額 等 の 特 例 ）  

 

第 二 十 九 条  第 六 十 八 条 第 三 項 に 規 定 す る

耐 震 基 準 不 適 合 既 存 住 宅 を 取 得 し 、 当 該 耐

震 基 準 不 適 合 既 存 住 宅 の 第 七 十 一 条 の 二

第 一 項 に 規 定 す る 耐 震 改 修 に 係 る 契 約 を

令 で 定 め る 日 ま で に 締 結 し て い る 個 人 が 、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （ 新 型 イ ン フ ル

エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 （ 平 成 二 十 四 年 法

律 第 三 十 一 号 ） 附 則 第 一 条 の 二 第 一 項 に 規

定 す る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を い

う 。 ） 及 び そ の ま ん 延 防 止 の た め の 措 置 の

影 響 に よ り 当 該 耐 震 改 修 を し て 当 該 耐 震

基 準 不 適 合 既 存 住 宅 を そ の 取 得 の 日 か ら

六 月 以 内 に そ の 者 の 居 住 の 用 に 供 す る こ

と が で き な か つ た こ と に つ き 施 行 規 則 で

定 め る と こ ろ に よ り 証 明 が さ れ た 場 合 に

お い て 、 当 該 耐 震 改 修 を し て 当 該 耐 震 基 準

不 適 合 既 存 住 宅 を 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日

ま で に そ の 者 の 居 住 の 用 に 供 し た と き （ 当
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該 耐 震 基 準 不 適 合 既 存 住 宅 を 当 該 耐 震 改

修 の 日 か ら 六 月 以 内 に そ の 者 の 居 住 の 用

に 供 し た 場 合 に 限 る 。 ） は 、 同 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 当 該 耐 震 基 準 不

適 合 既 存 住 宅 を 取 得 し た 日 か ら 六 月 以 内

に 、 当 該 」 と あ る の は 「 当 該 」 と 、 「 行 い 」

と あ る の は 「 行 い 、 当 該 住 宅 の 当 該 耐 震 改

修 の 日 か ら 六 月 以 内 に 」 と す る 。  

２  前 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お け る

第 六 十 九 条 第 一 項 及 び 第 七 十 一 条 の 二 第

二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上

欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字

句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と

す る 。  

 

 第 六 十 九 条

第 一 項  

一 年 六 月

以 内 、 同 項

第 二 号  

当 該 土 地 の 上 に

あ る 耐 震 基 準 不

適 合 既 存 住 宅 の

耐 震 改 修 （ 第 七

十 一 条 の 二 第 一

項 に 規 定 す る 耐

震 改 修 を い う 。

以 下 こ の 項 に お

い て 同 じ 。 ） の

日 後 六 月 以 内 の

日 ま で 、 前 条 第

三 項 第 二 号  

      

  か ら 六 月

以 内  

か ら 当 該 土 地 の

上 に あ る 耐 震 基

準 不 適 合 既 存 住

宅 の 耐 震 改 修 の

日 後 六 月 以 内 の

日 ま で  

      

 第 七 十 一 条

の 二 第 二 項  

六 月 以 内  同 項 の 耐 震 改 修

の 日 後 六 月 以 内

の 日 ま で  

      

          

第 二 条  三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  
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改   正   後  改   正   前  

附  則  附  則  

第 二 十 八 条  （ 略 ）  第 二 十 八 条  （ 略 ）  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 寄

附 金 税 額 控 除 の 特 例 ）  

 

第 二 十 九 条  法 附 則 第 六 十 条 第 一 項 に 規 定

す る 条 例 で 定 め る も の は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 等 の 影 響 に 対 応 す る た め の 国

税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律 （ 令 和

二 年 法 律 第 二 十 五 号 。 次 条 に お い て 「 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 特 例 法 」 と い う 。 ）

第 五 条 第 四 項 に 規 定 す る 指 定 行 事 の 同 条

第 一 項 に 規 定 す る 中 止 等 に よ り 生 じ た 同

項 に 規 定 す る 入 場 料 金 等 払 戻 請 求 権 の 全

部 又 は 一 部 の 放 棄 と す る 。  

 

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 住

宅 借 入 金 等 特 別 税 額 控 除 の 特 例 ）  

 

第 三 十 条  県 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者 が

前 年 分 の 所 得 税 に つ き 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 特 例 法 第 六 条 第 四 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け た 場 合 に お け る 附 則 第 六 条 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 令 和 十 五 年

度 」 と あ る の は 、 「 令 和 十 六 年 度 」 と す る 。 

 

第 三 十 一 条  （ 略 ）  第 二 十 九 条  （ 略 ）  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 規 定 は 、 令 和 三 年 一 月 一 日 か ら

施 行 す る 。  

 

 

令和2年6月30日 三　重　県　公　報 号　　外

13



三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

                        三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬  

三 重 県 条 例 第 四 十 七 号  

   三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例  

 

三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条

例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 ）  （ 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 ）  

第 二 条  知 事 は 、 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

県 税 の 課 税 を 免 除 し 、 又 は 当 該 各 号 に 定 め

る 税 率 に よ っ て 課 税 す る こ と が で き る 。  

第 二 条  知 事 は 、 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

県 税 の 課 税 を 免 除 し 、 又 は 当 該 各 号 に 定 め

る 税 率 に よ っ て 課 税 す る こ と が で き る 。  

一  事 業 税  法 第 五 条 第 一 項 の 地 域 再 生

計 画 （ 同 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定 す る 地 方

活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備 事 業

に 関 す る 事 項 が 記 載 さ れ た も の に 限

る 。 ） が 公 示 さ れ た 日 （ 地 域 再 生 法 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第

四 十 九 号 ） の 施 行 の 日 以 後 最 初 に 公 示 さ

れ た 日 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 公

示 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 四 年 三 月 三 十

一 日 ま で の 間 に 、 法 第 十 七 条 の 二 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

地 方 活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備

計 画 の 認 定 を 受 け た 認 定 事 業 者 （ 同 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 す る 者

に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 認 定 を 受 け た

日 か ら 同 日 の 翌 日 以 後 二 年 を 経 過 す る

日 ま で （ 同 日 ま で に 同 条 第 六 項 の 規 定 に

よ り 当 該 認 定 を 取 り 消 さ れ た と き は 、 そ

の 取 り 消 さ れ た 日 の 前 日 ま で ） の 間 に 、

特 定 業 務 施 設 の 用 に 供 す る 減 価 償 却 資

産 （ 所 得 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第

一  事 業 税  法 第 五 条 第 一 項 の 地 域 再 生

計 画 （ 同 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定 す る 地 方

活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備 事 業

に 関 す る 事 項 が 記 載 さ れ た も の に 限

る 。 ） が 公 示 さ れ た 日 （ 地 域 再 生 法 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第

四 十 九 号 ） の 施 行 の 日 以 後 最 初 に 公 示 さ

れ た 日 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 公

示 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 二 年 三 月 三 十

一 日 ま で の 間 に 、 法 第 十 七 条 の 二 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

地 方 活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備

計 画 の 認 定 を 受 け た 認 定 事 業 者 （ 同 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 す る 者

に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 認 定 を 受 け た

日 か ら 同 日 の 翌 日 以 後 二 年 を 経 過 す る

日 ま で （ 同 日 ま で に 同 条 第 六 項 の 規 定 に

よ り 当 該 認 定 を 取 り 消 さ れ た と き は 、 そ

の 取 り 消 さ れ た 日 の 前 日 ま で ） の 間 に 、

特 定 業 務 施 設 の 用 に 供 す る 減 価 償 却 資

産 （ 所 得 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第
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九 十 六 号 ） 第 六 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で

又 は 法 人 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第

九 十 七 号 ） 第 十 三 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま

で に 掲 げ る も の に 限 る 。 ） で 取 得 価 額 の

合 計 額 が 三 千 八 百 万 円 （ 租 税 特 別 措 置 法

（ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 条

第 七 項 第 六 号 に 規 定 す る 中 小 事 業 者 、 同

法 第 四 十 二 条 の 四 第 八 項 第 七 号 に 規 定

す る 中 小 企 業 者 及 び 同 法 第 六 十 八 条 の

九 第 八 項 第 六 号 に 規 定 す る 中 小 連 結 法

人 に あ っ て は 千 九 百 万 円 ） 以 上 の も の

（ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 別 償 却 設 備 」

と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 特 別 償 却 設 備 設 置

者 」 と い う 。 ） に つ い て 、 当 該 特 別 償 却

設 備 を 事 業 の 用 に 供 し た 日 の 属 す る 年

又 は 事 業 年 度 以 後 三 年 内 の 各 年 又 は 各

事 業 年 度 の 事 業 税 の 課 税 標 準 額 と な る

所 得 金 額 の う ち 当 該 特 別 償 却 設 備 に 係

る も の と し て 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 計 算 し た 額 に 対 し て 課 す る 事 業 税 の

税 率 は 、 三 重 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年

三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 。 以 下 こ の 条 に お

い て 「 県 税 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 十 三 条

又 は 第 四 十 八 条 の 四 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 に 掲 げ る 年 度 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め る 税 率 と す る 。  

九 十 六 号 ） 第 六 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で

又 は 法 人 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第

九 十 七 号 ） 第 十 三 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま

で に 掲 げ る も の に 限 る 。 ） で 取 得 価 額 の

合 計 額 が 三 千 八 百 万 円 （ 租 税 特 別 措 置 法

（ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 条

第 七 項 第 六 号 に 規 定 す る 中 小 事 業 者 、 同

法 第 四 十 二 条 の 四 第 八 項 第 七 号 に 規 定

す る 中 小 企 業 者 及 び 同 法 第 六 十 八 条 の

九 第 八 項 第 六 号 に 規 定 す る 中 小 連 結 法

人 に あ っ て は 千 九 百 万 円 ） 以 上 の も の

（ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 別 償 却 設 備 」

と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 特 別 償 却 設 備 設 置

者 」 と い う 。 ） に つ い て 、 当 該 特 別 償 却

設 備 を 事 業 の 用 に 供 し た 日 の 属 す る 年

又 は 事 業 年 度 以 後 三 年 内 の 各 年 又 は 各

事 業 年 度 の 事 業 税 の 課 税 標 準 額 と な る

所 得 金 額 の う ち 当 該 特 別 償 却 設 備 に 係

る も の と し て 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 計 算 し た 額 に 対 し て 課 す る 事 業 税 の

税 率 は 、 三 重 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年

三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 。 以 下 こ の 条 に お

い て 「 県 税 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 十 三 条

又 は 第 四 十 八 条 の 四 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 に 掲 げ る 年 度 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め る 税 率 と す る 。  

イ ～ ハ  （ 略 ）  

二 ・ 三  （ 略 ）  

イ ～ ハ  （ 略 ）  

二 ・ 三  （ 略 ）  

附  則  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条

例 の 規 定 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 以 後 に 新 設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ た 施 設 又 は 設 備 に つ い て

適 用 す る 。  
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み え こ ど も の 城 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 四 十 八 号  

み え こ ど も の 城 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

み え こ ど も の 城 条 例 （ 平 成 元 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 （ 第 十 一 条 、 第 十 五 条 関 係 ）  別 表 （ 第 十 一 条 、 第 十 五 条 関 係 ）  

 区   分  金   額    区   分  金   額   

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 ク ラ イ

ミ ン グ

ウ ォ ー

ル  

一   般  四 〇 〇 円  
  特 別 遊 具 室 又 は 映 像 体

感 遊 具  

二 〇 〇 円   

 

児 童 生 徒 等  二 〇 〇 円  
  

 
 

 遊 具 コ ー ナ ー 又 は 映 像 体

感 遊 具  

二 〇 〇 円  
  

  
 

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

備 考  （ 略 ）  備 考  （ 略 ）  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 環 境 学 習 情 報 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  
令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬  

三 重 県 条 例 第 四 十 九 号  

三 重 県 環 境 学 習 情 報 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 環 境 学 習 情 報 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 一 年 三 重 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 開 館 時 間 ）  （ 開 館 時 間 ）  

第 十 三 条  セ ン タ ー の 開 館 時 間 は 、 午 前 九 時

か ら 午 後 四 時 ま で と す る 。  
第 十 三 条  セ ン タ ー の 開 館 時 間 は 、 午 前 九 時

か ら 午 後 五 時 三 十 分 ま で と す る 。  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

 （ 休 館 日 ）  

第 十 四 条  セ ン タ ー の 休 館 日 は 、 次 の と お り

と す る 。 た だ し 、 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 知 事 の 承 認 を 受 け

て 、 こ れ を 変 更 し 、 又 は 別 に 休 館 日 を 定 め

る こ と が で き る 。  

 

一  月 曜 日 及 び 土 曜 日 （ こ れ ら の 日 が 国 民

の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律

第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 日 に 当 た る

場 合 を 除 く 。 ）  

二  十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま

で の 日  

 （ 休 館 日 ）  

第 十 四 条  セ ン タ ー の 休 館 日 は 、 十 二 月 二 十

九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で と す る 。 た だ

し 、 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め

る と き は 、 知 事 の 承 認 を 受 け て 、 こ れ を 変

更 し 、 又 は 別 に 休 館 日 を 定 め る こ と が で き

る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 交 通 安 全 研 修 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  
令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 五 十 号  

三 重 県 交 通 安 全 研 修 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 交 通 安 全 研 修 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 休 館 日 ）  

第 十 三 条  研 修 セ ン タ ー の 休 館 日 は 、 次 の と お

り と す る 。 た だ し 、 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 知 事 の 承 認 を 受 け

て 、 こ れ を 変 更 し 、 又 は 別 に 休 館 日 を 定 め る

こ と が で き る 。  

一  日 曜 日 、 土 曜 日 及 び 国 民 の 祝 日 に 関 す る

法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に

規 定 す る 休 日  

二  （ 略 ）  

（ 休 館 日 ）  

第 十 三 条  研 修 セ ン タ ー の 休 館 日 は 、 次 の と お

り と す る 。 た だ し 、 指 定 管 理 者 は 、 特 に 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 知 事 の 承 認 を 受 け

て 、 こ れ を 変 更 し 、 又 は 別 に 休 館 日 を 定 め る

こ と が で き る 。  

一  土 曜 日 及 び 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る

休 日  

二  （ 略 ）  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 病 院 事 業 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 五 十 一 号  

三 重 県 病 院 事 業 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  

 名 称 及 び 位 置  診 療 科 目  病 床 数 （ 床 ）    名 称 及 び 位 置  診 療 科 目  病 床 数 （ 床 ）   

 三 重 県 立 こ こ ろ

の 医 療 セ ン タ ー

（ 津 市 ）  

精 神 科 、 内

科 、 脳 神 経

内 科 、 歯 科  

精 神 病 床  三

四 八  

  三 重 県 立 こ こ ろ

の 医 療 セ ン タ ー

（ 津 市 ）  

精 神 科 、 内

科 、 歯 科  

精 神 病 床  三

四 八  

 

    

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

別 表 第 三 （ 第 十 二 条 関 係 ）  別 表 第 三 （ 第 十 二 条 関 係 ）  

 区    分  単   位  金  額 （ 円 ）    区    分  単   位  金  額 （ 円 ）   

 一  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    一  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 二  一 般 病 床 数

が 二 百 以 上 の

病 院 に つ い て

受 け た 初 診

（ 他 の 病 院 又

は 診 療 所 か ら

の 文 書 に よ る

紹 介 が あ る 場

合 及 び 緊 急 そ

の 他 や む を 得

な い 事 情 が あ

る 場 合 に 受 け

た も の を 除

く 。 ） 及 び 再

診 （ 当 該 病 院

が 他 の 病 院

（ 一 般 病 床 数

が 二 百 未 満 の

も の に 限 る 。 ）

又 は 診 療 所 に  

一 回 に つ

き  

保 険 医 療 機 関

及 び 保 険 医 療

養 担 当 規 則

（ 昭 和 三 十 二

年 厚 生 省 令 第

十 五 号 ） 第 五

条 第 三 項 第 二

号 に 規 定 す る

厚 生 労 働 大 臣

の 定 め る 金 額

を 基 準 と し て

病 院 事 業 の 管

理 者 が 定 め る

額  

  二  非 紹 介 患 者

の 初 診 （ 病 床

数 が 二 百 以 上

の 病 院 に つ い

て 受 け た 初 診

（ 緊 急 そ の 他

や む を 得 な い

事 情 が あ る 場

合 に 受 け た も

の を 除 く 。 ）

を い う 。 ）  

一 回 に つ

き  

診 療 報 酬 の 算

定 方 法 に よ る

初 診 料 等 の 一

部 負 担 金 を 基

準 と し て 病 院

事 業 の 管 理 者

が 定 め る 額  
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 対 し て 文 書 に

よ る 紹 介 を 行

う 旨 の 申 出 を

行 つ て い な い

場 合 及 び 緊 急

そ の 他 や む を

得 な い 事 情 が

あ る 場 合 に 受

け た も の を 除

く 。 ）  

        

 三  入 院 期 間 が

百 八 十 日 を 超

え る 入 院 （ 厚

生 労 働 大 臣 が

定 め る 方 法 に

よ り 計 算 し た

入 院 期 間 が 百

八 十 日 を 超 え

た 日 以 後 の 入

院 （ 厚 生 労 働

大 臣 が 定 め る

状 態 等 に あ る

者 に 係 る も の

を 除 く 。 ） を

い う 。 ）  

一 日 に つ

き  

 高 齢 者 の 医

療 の 確 保 に 関

す る 法 律 並 び

に 保 険 医 療 機

関 及 び 保 険 医

療 養 担 当 規 則

及 び 保 険 薬 局

及 び 保 険 薬 剤

師 療 養 担 当 規

則 （ 昭 和 三 十

二 年 厚 生 省 令

第 十 六 号 ） の

規 定 に 基 づ き

厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 基 準

を 基 準 と し て

病 院 事 業 の 管

理 者 が 定 め る

額  

  三  入 院 期 間 が

百 八 十 日 を 超

え る 入 院 （ 厚

生 労 働 大 臣 が

定 め る 方 法 に

よ り 計 算 し た

入 院 期 間 が 百

八 十 日 を 超 え

た 日 以 後 の 入

院 （ 厚 生 労 働

大 臣 が 定 め る

状 態 等 に あ る

者 に 係 る も の

を 除 く 。 ） を

い う 。 ）  

一 日 に つ

き  

 高 齢 者 の 医

療 の 確 保 に 関

す る 法 律 並 び

に 保 険 医 療 機

関 及 び 保 険 医

療 養 担 当 規 則

（ 昭 和 三 十 二

年 厚 生 省 令 第

十 五 号 ） 及 び

保 険 薬 局 及 び

保 険 薬 剤 師 療

養 担 当 規 則

（ 昭 和 三 十 二

年 厚 生 省 令 第

十 六 号 ） の 規

定 に 基 づ き 厚

生 労 働 大 臣 が

定 め る 基 準 を

基 準 と し て 病

院 事 業 の 管 理

者 が 定 め る 額  

 

 四  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    四  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

一  別 表 第 一 の 改 正 規 定  公 布 の 日  

二  別 表 第 三 の 改 正 規 定  令 和 二 年 十 月 一 日  

 

 

令和2年6月30日 三　重　県　公　報 号　　外

20



   

三 重 県 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

                        三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 五 十 二 号  

   三 重 県 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 三 重 県 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 四 十 九 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

附  則  

１ ～ ９  （ 略 ）  

1
0  令 和 二 年 七 月 一 日 か ら 令 和 三 年 六 月 三 十

日 ま で の 間 に 交 付 す る 会 派 に 係 る 政 務 活 動

費 の 額 は 、 第 四 条 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 一 月 当 た り 、 千 五 百 円 に 当 該 会 派

の 所 属 議 員 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。  

附  則  

１ ～ ９  （ 略 ）  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則 

 

 三 重 県 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

                             三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬  

三 重 県 規 則 第 五 十 八 号  

   三 重 県 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 県 税 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十 四 年 三 重 県 規 則 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ ゴ ル フ 場 利 用 税 に 係 る 課 税 免 除 の 要 件 ）  （ ゴ ル フ 場 利 用 税 に 係 る 課 税 免 除 の 要 件 ）  

第 四 十 一 条  条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に 掲 げ る ゴ ル フ

場 の 利 用 に つ い て 、 規 則 で 定 め る 要 件 は 、 三 重 県

及 び 公 益 財 団 法 人 三 重 県 ス ポ ー ツ 協 会 が 共 同 し て

主 催 す る 競 技 会 の 競 技 と し て ゴ ル フ を 行 う 場 合 の

当 該 ゴ ル フ 場 の 利 用 料 金 が 、 当 該 ゴ ル フ 場 の 通 常

の 利 用 料 金 に 比 較 し て 五 分 の 一 以 上 を 軽 減 し た 額

で 定 め ら れ て い る こ と と す る 。  

第 四 十 一 条  条 例 第 八 十 一 条 第 一 項 に 掲 げ る ゴ ル フ

場 の 利 用 に つ い て 、 規 則 で 定 め る 要 件 は 、 三 重 県

及 び 公 益 財 団 法 人 三 重 県 体 育 協 会 が 共 同 し て 主 催

す る 競 技 会 の 競 技 と し て ゴ ル フ を 行 う 場 合 の 当 該

ゴ ル フ 場 の 利 用 料 金 が 、 当 該 ゴ ル フ 場 の 通 常 の 利

用 料 金 に 比 較 し て 五 分 の 一 以 上 を 軽 減 し た 額 で 定

め ら れ て い る こ と と す る 。  

附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 み え こ ど も の 城 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三  重  県 知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 五 十 九 号  

   み え こ ど も の 城 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 み え こ ど も の 城 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 元 年 三 重 県 規 則 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 利 用 の 手 続 ）  （ 利 用 の 手 続 ）  

第 二 条  指 定 管 理 者 は 、 み え こ ど も の 城 （ 以 下 「 こ

ど も の 城 」 と い う 。 ） の 全 天 周 映 画 、 プ ラ ネ タ リ

ウ ム に よ る 投 影 、 ク ラ イ ミ ン グ ウ ォ ー ル 、 遊 具 コ

ー ナ ー 又 は 特 別 展 を 利 用 し よ う と す る 者 が 条 例 第

十 六 条 の 規 定 に よ り 利 用 料 金 を 納 付 し た 場 合 、 利

用 券 を 交 付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  （ 略 ）  

第 二 条  指 定 管 理 者 は 、 み え こ ど も の 城 （ 以 下 「 こ

ど も の 城 」 と い う 。 ） の 全 天 周 映 画 、 プ ラ ネ タ リ

ウ ム に よ る 投 影 、 特 別 遊 具 室 、 映 像 体 感 遊 具 又 は

特 別 展 を 利 用 し よ う と す る 者 が 条 例 第 十 六 条 の 規

定 に よ り 利 用 料 金 を 納 付 し た 場 合 、 利 用 券 を 交 付

し な け れ ば な ら な い 。  

２  （ 略 ）  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

病院事業庁管理規程 

 

 三 重 県 病 院 事 業 条 例 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 六 月 三 十 日  

三 重 県 病 院 事 業 庁 長   加   藤   和   浩    

令和2年6月30日 三　重　県　公　報 号　　外
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三 重 県 病 院 事 業 庁 管 理 規 程 第 九 号  

三 重 県 病 院 事 業 条 例 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程  
三 重 県 病 院 事 業 条 例 施 行 規 程 （ 平 成 十 一 年 三 重 県 病 院 事 業 庁 管 理 規 程 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別表第 2（第 6 条関係） 別表第 2（第 6 条関係） 

 区 分 
消費税法の適

用区分 

病院名

等 
単位 

金額

（円） 

  
区 分 

消費税法の適

用区分 

病院名

等 
単位 

金額

（円） 
 

 １ 初診（他

の 病 院 又

は 診 療 所

か ら 文 書

に よ る 紹

介 が あ る

場 合 等 を

除く。） 

イ 消費税法別

表第 1 第 8 号

に係る場合 

三重県

立志摩

病院 

1 回 に

つき 

5,000   １  非紹介患

者の初診 

イ 消費税法別

表第 1 第 8 号

に係る場合 

 三重県

立志摩

病院 

1回に

つき 

1,000  

  ロ その他の場

合 

 三重県

立志摩

病院 

1 回 に

つき 

5,500    ロ その他の場

合 

 三重県

立志摩

病院 

1回に

つき 

1,100  

 ２ 再診（当

該 病 院 が

他 の 病 院

又 は 診 療

所 に 対 し

て 文 書 に

よ る 紹 介

を 行 う 旨

の 申 出 を

行 っ て い

な い 場 合

等 を 除

く。） 

イ 消費税法別

表第 1 第 8 号

に係る場合 

 三重県

立志摩

病院 

1 回 に

つき 

2,500           

  ロ その他の場

合 

 三重県

立志摩

病院 

1 回 に

つき 

2,750         

 ３ （略） （略） （略） （略） （略）   ２ （略） （略） （略） （略） （略）  

  

附  則  

こ の 管 理 規 程 は 、 令 和 二 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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